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ノート

田中正明: 名古屋市周辺の溜池に出現する植物プランクトン (3)テトラエド

ロン属 Tetraedron. Masaaki TANAKA: The plankton algae of “Tame-
ike" ponds in the suburbs of Nagoya， Japan (3)刀traedron.

これまでに名古屋市周辺の溜池5箇所において， 1973年4月から 1974年5月までに

採集された植物フ。ランクトンから，同定し得た Crucigenia，Tetrastrum， Chodatella， 

Lagerheim叫 Polyedriopsis について報告した。

今回は，これらの溜池のプランクトンとして種数，並びに出現量の多いテトラエドロ

ン属 TetrtAdronについて形態，地理分布，汚水段階の指標性を報告する。

1. TetrtAdron caudatum (CORDA) HANSGIRG var. c，側 datum(Fig. 2) 

細胞は 6.5-8.5μmの側面が僅かに凹入する豆角形。特にー側面は深〈陥入する。細

胞の5隅には長さ1.5-2μmの純〈尖った刺状突起を生じる.細胞壁は平滑である。

ドイツ13，ハンガJ}_2)8)，ルーマニア尺アメ Pカ的53eE，アラスカ8)から知られる。

本邦では大和郡山金魚池9)から報告されている普通種。渡辺ωはαー中腐水性-s一中

腐水性指標種としている。筆者はPー中腐水位指標種と考えている。

2. TetrtAdron caudatum var. dep，雌 :perataPRINTZ (Fig. 1) 

細胞は 4.8-5pmの玄角形で，細胞の各隅の刺状突起を欠いている。今回の材料はか

なり小型であった。

ハンガリ _2)から知られる。

3. TetrtAdron ctmdatωn var. incisum LAGERHEIM (Figs. 3， 4) 

細胞は五角型で側面が凹入する。細胞の大きさは 6-8.2μmで， 1.2-1.9μmの長さ

の刺状突起を生じる。 HORToBAGYI2)がハンガリーから報告した標品(大きさ 14-21

pmx14-20μm)，インドから報告した襟品(大きさ 8-8.5μmx8-9μm)11>に比べて

やや小型であった。

ドイツ13，ハンガリ -2383，インド113，スペイン122，ポーランド18)，1レーマニアη，ア

メPカ的から知られる。 P一中腐水位指標種。

4. TetrtAdron caudatum var; incisum f. ftexocaudatum HORTOBAGYl (Fig. 6) 

細胞は 8.4-8.8μmx8.5-9pmの五角形。長さ1.6-3.4μmの不規則に曲がった粛j

状突起を生じる。

ハンガリー幻から知られる。日:本新産.

5. TetrtAdron caudatum var. punctatum f. elegans HORTOBAGYI (Fig. 5) 

細胞は 7.8-9pm X 8.2-9.4μmの王角形。細胞膜は微細な点紋によって被われる。

細胞の 5隅には， 0.9-2.2μmの真直ぐな刺状突起を 1本，或いは 2又状になったもの

を生じる。 2又状の刺状突起が生じる位置は一定しない。 HORTOBAGYI2)がハンガリー
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から報告した標品(大きさ 13.5-14μm)に比ペて，かな P小型であった。

ハンガリ _1)から知られる。日本新産。

6. Tetraedron limneticum BoRGE 

細胞は 38.5-70μm。突起は 1-2分岐して，その先端に 3本の爪を生じる。

アメリカ0・3から知られる。本邦にも広く分布する普通種。

7. Tetraedron minimum (A. BRAUN) HANSGIRG var. minimum (Fig. 10) 

35 

細胞は四角形。側壁は内側に僅かに湾曲する。細胞は 4.5-13μmの大きさである。

本属中で最も広く普通に見られる種である。

8. Tetraedron minimum var. apiculato-scrobiculatum (REINSCH， LAGERHEIM) 

SKUJA (Fig.η 

細胞は 5.8-7μmの四角形で，側壁中央部が僅かに湾入する。各隅には大きな現扇状

突起を生じ，細胞壁は小円形の課粒で密に被われている。

ハンガリ _2>，インド11)から知られる。本邦では宇連人工湖!f)から報告されている.

9. Tetraedron minimum var. apiculato・scrobiculatum f. polypapillatum 

HORTOBAGYI (Fig. 8) 

細胞は 8-12μmの四角形。細胞の4隅には大型の乳頭状突起と，数個の隆状突起を

生じ，細胞壁は小円形の頼粒で密に被われている.HORTOB主GYI2)によるハンガリーの

標品(大きさ 5.6-9μm)に比べてやや大型であった。

ハンガリ _2)から知られる。日本新産。

10. Tetraedron minimum var. aρiculato-scrobiculatum f. elegans HORTOBAGYI 

(Fig. 9) 

前種によく似ているが，細胞の側壁が著しく凹入する。細胞は 5.2ー7.4pm。

インド11)から知られる。日本新産。

11. Tetraedron muticum (A. BRAUN) HANSGIRG var. muticum 

細胞は 10-12μm。細胞壁は平滑で無色。極く普通に見られる穫で，本邦にも広〈分

布する。 a-sー中腐水性指標種。

12. Tetraedron muticum f. minor REINSCH (Figs. 17， 21) 

細胞は 10.5-13.5pmの三角形で，各辺は内側に湾曲し，各頂は純円である。細胞膜

は平滑で無色。

ハンガリーへインド11)から知られる。

13. Tetraedron muticum f. pu珂ctulatumREINSCH (Fig. 12) 

細胞は辺の長さが 7.5-8.8μmの三角形。各頂は広い純円状で，細胞壁は小円形の頼

粒によって被われる。 BRUNNTHALER1)が報告した標品(大きさ 18ー21pm)よりも，

かなり小型であった。

ドイツ13，北アメリカ叫的，インド113，エユーギニア凶から知られる。日本新産。
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14. Tetraedron regulare KOTZING var. incus TEILING (Figs. 14， 18) 

細胞は四角形であるが変化に富む。細胞は 15-40pm，突起部は 5-15μmで真直ぐ

にのびる。今回採集された材料の中に， Fig. 18のように 5-18筒の粒状突起を有する

ものが見られ，分類上の区別をする必要があるものと考えているが，本報告では同一に

扱った。

スウェーデン川北アメリカ叫U，アラスカU，ハンガリ _2)，インド113，ニューギニ

ア15)から知られる。本邦では大和郡山金魚池田，大峰山地沼郡1回から報告されており

分布は広い。 α-s一中腐水性指標種目)，筆者は Fー中腐水性指標種と考えている。

15. Tetraedron planctonicum G. M. SMITH 

細胞は 45-65μm. 4-5本の突起を有し，先端部Hこは 2-3本の短かい爪を生じ

る。世界的lこ広く見られる普通種。

16. Tetraed，'on pentaedricum WE5T et WE5T f. gmnulatum HORTOBAGYI (Fig. 19) 

細胞は頂が丸くなった五角形で 7.5ー10.0μmx8.2ー11.5μm.各頂には 2-4;8μmの

刺状突起を生じ，細胞壁は半円形の穎粒によって被われる。

インドω から知られる。日本新産。

17. Tetraedron 'triangulare KOR5CHIKOW (Fig. 11) 

細胞は一辺が 4.3-6pmの三角形で，各辺は僅かに内側へ湾曲する。各頂には乳頭状

突起を生じ，細胞壁は頼粒によって被われる。 HORTOBAGYI2)がハンガリーから報告し

た標品(大きさ 14-16.8μm)。インド11) から報告した標品(大きさ 10ー11μm)と比

ベでかなり小型でさった。

ハンガリーへインド10，ニューギニアU)から知られる。日本新産。

18. Tetraedron trigonum (NλGELI) HANSGIRG f. globosum HORTOBAGYI (Fig. 20) 

細胞は 25.5-34μmで，各辺は波うった三角形。各頂は特徴的な球状突起を生じる。

細胞壁は平滑で無色。

ハンガリー幻から知られる。日本新産。

19. Tetraedron trigonu11l var. attenuati.~ ROLL (Fig. 13) 

細胞は 19.5-29.4μmの三角形。各頂lま鈍くのひ'る。細胞壁は平滑で無色。

川インド11) から知られる。

20. Tetraedron tri/obatum (REIN5CH) HAN5GIRG (Figs. 15， 16) 

細胞は 4.2-4.8μmの三角形で，各辺は著しく内側に湾入する。細胞によっては，一

辺が湾曲せず外側に突出した異常細胞も見られた。

インド113，ハンガリ一割的， ドイツ1)から知られる。

21. Tetraed1"On tumidulum (REIN5H) HAN5GIRG f. arcus HORTOBAGYI (Fig. 22) 

細胞は 9.7-14.5μmの一辺が弓型をした三角形で，頂は短かく鈍い。細胞膜は平滑で無

色。 HORTOBAGYI白書2ハンガリーから報告した標品(大きさ 15-15.5pm)，インド山
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から報告した標品(大きさ 24ー26μm)に比べてかなり小型であった。

ハンガリーへインド11)から知られる。日本新産。

Summary 

Occurrence of 21 forms of the genus Tetraedron are reported from “Tame-

ike" ponds in the suburbs of Nagoya. 

Among them， Tetraedron caudaJum var. incisulII f.ftexocω:datUTn HORTOBAGYI， 

Tetraedron caudatum var. punctatum f. elegam HORTOBGAYI， Tetraedron minimum 

var. apiculato-sC1・obiαtlatumf. polypapillaJum HORTOBAGYI， Tetraedron minimum 

var. apiculato・scrobiculatumf. elegans HORTOBAGYI， Tctraedron muticum f. punc-

tulatum REINSCH， Tetraedron pentaedricum f. granulatum HOR TOBAGYI， Tetraedron 

triangulare KORSCHIKOW， and Tetraedron trigon附nf. globosum HORTOBAGYI are 

recorded in ]apan for the first time. 
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